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技術の探索を目指す、試行的研究である。2019 年に実施した第 11 回科学技術予測調査の科学技術
トピック（全 702 件）を対象に、自然言語処理を用いて SDGs との関連づけを行い、関連度 80%以上の
科学技術トピック 150 件を抽出した。 



















Trial search of possible future science and technology for the achieving the SDGs  
 
ITO Yuko and KOSHIBA Hitoshi  
National Institute of Science and Technology Policy (NISTEP), MEXT 
 
ABSTRACT 
This is a pilot study that aims to explore future science and technology that could contribute to the 
achievement of the SDGs; 150 science and technology topics with a relevance of 80% or more were 
extracted from the 11th Science and Technology Forecasting Survey conducted in 2019 (702 topics in 
total), using natural language processing to relate them to the SDGs. 
Among them, the following science and technology topics were identified and analyzed: mobility 
(including assistive technology for the elderly), shared service contents, information technology from 
normal times to emergencies, information security, monitoring of social infrastructure facilities, and 
ultra-precise process technology for new manufacturing technologies that will be socially realized (used 
and disseminated in society) by the achievement year of the United Nations SDGs (2030). 
From the science and technology topics with more than 80% relevance to the SDGs, the search for 
science and technology related to the "new way of life", which is a countermeasure against new 
coronavirus infections, indicated science and technology related to behavioral recording, electronic 
payments, indoor ventilation, online conferencing, and telework. In both cases, at the time of the 2019 
survey, the level of importance and international competitiveness were both moderate, and the year of 
social realization was expected to be around 2030; however, the year of realization may be significantly 
earlier due to increasing needs in the future. 
In summary, in this study, we were able to explore future science and technology that could contribute 
to the achievement of the SDGs on a trial basis. It should be noted that the relevance used here is a 
mechanical mapping and therefore includes noise. Therefore, the science and technology presented in 
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将来予測を実施した結果が公表されている。また、AI 関連技術（自然言語処理など）を用いて STI for 

















表1 SDGs の17目標と169ターゲット 
目標 内容[6] ターゲットの項目番号 項目数 




2-1, 2-2, 2-3, 2-4, 2-5, 2-a, 2-b, 2-c 8 
3 あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する 
3-1, 3-2, 3-3, 3-4, 3-5, 3-6, 3-7, 





4-1, 4-2, 4-3, 4-4, 4-5, 4-6, 4-7, 
4-a, 4-b, 4-c 
10 
5 ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を行う 
5-1, 5-2, 5-3, 5-4, 5-5, 5-6, 5-a, 
5-b, 5-c 
9 








8-1, 8-2, 8-3, 8-4, 8-5, 8-6, 8-7, 





9-1, 9-2, 9-3, 9-4, 9-5, 9-a, 9-b, 9-c 8 
10 各国内及び各国間の不平等を是正する 
10-1, 10-2, 10-3, 10-4, 10-5,  





11-1, 11-2, 11-3, 11-4, 11-5,  
11-6, 11-7, 11-a, 11-b, 11-c 
10 
12 持続可能な生産消費形態を確保する 
12-1, 12-2, 12-3, 12-4, 12-5,  
12-6, 12-7, 12-8, 12-a, 12-b, 12-c 
11 




14-1, 14-2, 14-3, 14-4, 14-5,  






15-1, 15-2, 15-3, 15-4, 15-5,  







16-1, 16-2, 16-3, 16-4, 16-5,  






17-1, 17-2, 17-3, 17-4, 17-5,  
17-6, 17-7, 17-8, 17-9, 17-10,  
17-11, 17-12, 17-13, 17-14,   
17-15, 17-16, 17-17, 17-18, 17-19 
19 





































































































































て採用した（cos 類似度）。内容が完全に一致する場合は内積が 1、すなわち関連度 100%となる。なお、
分散表現空間上の座標値は負の値をとることもあるため、一般的な cos 類似度が 0 から 1 の範囲の値
をとるのに対し、今回のケースでは理論的には-1 から 1 の範囲を取りうる点に注意が必要であり、仮に
内積が 0 以下になった場合は 0 として扱うことにした。 
 このようにして、SDGs の 169 ターゲットと 702 科学技術トピックとの関連度を求めて関連度の特徴を分
析するとともに、SDGs と高い関連（関連度 80%以上）を示す科学技術トピックの特徴についても分析し
た。 
































































































































表 3 に、SDGs と高い関連を示した科学技術トピックの件数（のべ 474）を SDGs の目標ごとに示した。 
 
表3 SDGs と関連の高い（80%以上）科学技術トピック件数 
目標 
内容 [6] 













2-2, 2-3, 2-4, 2-5, 2-a 
(5) 




3-4, 3-5, 3-7, 3-8, 3-9 
(5) 



























9-1, 9-3, 9-4, 9-5,  
9-b, 9-c (6) 









11-1, 11-2, 11-3,  
11-6, 11-7, 11-a,  
11-b, 11-c (8) 




12-1, 12-2, 12-3,  
12-4, 12-7, 12-a,  
12-b, 12-c (8) 









14-1, 14-2, 14-3,  
14-4, 14-5, 14-a, 14-c 
(7) 





15-1, 15-2, 15-4,  
15-9, 15-b (5) 




17-6, 17-7, 17-8,  
17-18, 17-19 (5) 
 76  (15) 
  
a.出典は国際連合広報センター 














また、SDGs と関連の高い科学技術トピック 150 のうち 69 件（46%）は、複数の SDGs 目標に関連を示
すことがわかった（図 3）。そのうち、もっとも多いのは 11 の SDGs 目標に関連を示した科学技術トピック
であり、2 件あることが示された。 
 
その 1 件の科学技術トピックが ICT・アナリティクス・サービス分野の「地域における公共交通網の維
持や、物流分野の変革を実現する、自動走行、ドローンなど多様な移動手段、およびそれらの管理・
運用支援技術」であり、目標 1「貧困をなくそう」, 2「飢餓をゼロに」, 5「ジェンダー平等を実現しよう」, 6
「安全な水とトイレを世界中に」, 7「エネルギーをみんなにそしてクリーンに」, 8「働きがいも経済成長も」, 
9「産業と技術革新の基盤をつくろう」, 11「住み続けられるまちづくりを」, 12「つくる責任つかう責任」, 
13「気候変動に具体的な対策を」, 17「パートナーシップで目標を達成しよう」と関連を示した。一見する















る社会統合防災システム」であり、目標 1「貧困をなくそう」, 2「飢餓をゼロに」, 4「質の高い教育をみん
なに」, 6「安全な水とトイレを世界中に」, 7「エネルギーをみんなにそしてクリーンに」, 9「産業と技術革
新の基盤をつくろう」, 11「住み続けられるまちづくりを」, 12「つくる責任つかう責任」, 13「気候変動に具















































































る時期」を意味とし、10 択（実現済み・2025 年以前・2026-2030 年・2031-2035 年・2036-2040 年・
2041-2045年・2046-2050年・2051年以降・実現しない・わからない）から単回答して貰い、回答結果全
体の両端の 1/4 を除いた中間の 1/2 の値を実現時期としている[4]。 
 
① SDGs と関連の高い科学技術トピックの重要度 
 SDGs と高い関連を示す 150 科学技術トピックのうち、重要度のスコアが 1.0 以上（平均 0.89, n=150）










































2029 1.56 0.24 9,11,17 
健康・医療・





















































② SDGs と関連の高い科学技術トピックの国際競争力 
SDGs と高い関連を示す 150 科学技術トピックのうち、国際競争力のスコアが 0.5 以上（平均 0.3, 














































2026 0.80  1.53 9 
環境・資源・



























分析・試験・in situ モニタリング） 











 表 5 及び表 6 を比較すると、SDGs と高い関連を示す科学技術トピックのうち、重要度と国際競争力の
両方が上位である科学技術トピックが 3 件あることがわかった。 
それは、都市・建築・土木・交通分野の「インフラの点検・診断の信頼性向上や負担軽減を図るため




（重要度 1.47、国際競争力 0.78）である。 
 
④ SDGs と関連の高い科学技術トピックの日本社会での実現時期 
SDGs と高い関連を示す 150 科学技術トピックの社会的実現時期は、平均 2031 年であった。しかし、
社会的実現時期は 2026 年から 2048 年と幅があり、2030 年までに社会的実現する科学技術トピックは
66 件、2035 年以降では 17 件であることが示された。 
表 7 に社会的実現時期の早い科学技術トピックの上位 11 位を示し、表 8 に社会的実現時期の遅い
























































































































































































 第 11 回科学技術予測調査の 702 件の科学技術トピックのすべてが SDGs と何らかの関連を持つこと

























3.2 SDGs アクションプラン 2020 と関連の高い科学技術トピック 
（１）SDGs アクションプラン2020とは 
SDGs アクションプラン 2020 は、2019 年 12 月に日本政府の SDGs 推進本部から発表された[3]。こ
れは、2020 年からの 10 年を 2030 年に SDGs 目標を達成するための行動の 10 年とすることを目指し
て、2020 年に実施する政府の具体的な取組を盛り込んだものである。その主な内容と該当する SDGs
目標について、表 9 に示した。 
 
表 9 日本政府による SDGs を推進するための実施指針の主な取組と該当する SDGs 目標 

























⑧ SDGs 実施推進の体制と手段 






 SDGs アクションプラン 2020 は、2030 年に SDGs 目標を達成することを目指した行動計画である。し
たがって、SDGs に高い関連を示す 150 科学技術トピックのうち、社会的実現時期が 2030 年までの科
学技術トピックはアクションプランに資すると考えられる。これに該当する科学技術トピックは 66 件であ
ることが示された。 
これら 66 件の科学技術トピックを対象として、表 10 では、SDGs アクションプラン 2020 の 8 分野ごと
に、関連する SDGs の目標と、それに関連の高いを科学技術トピックの件数を示した。 
SDGs に関連の高い科学技術トピックで、かつ「2030 年までに社会的実現する」という条件を加えると、














表 10 SDGs アクションプラン 2020 の実施指針に関連する科学技術トピックの件数 





① あらゆる人々が活躍する社会・ジェンダー平等の実現 1,4,5,8,(10),12 19 
② 健康・長寿の達成 2,3 9 
③ 成長市場の創出，地域活性化，科学技術イノベーション 2,8,9,11 34 
④ 持続可能で強靭な国土と質の高いインフラ整備 2,6,9,11 37 
⑤ 省・再生可能エネルギー，防災・気候変動対策，循環型社会 7,12,(13) 13 
⑥ 生物多様性，森林，海洋等の環境の保全 2,3,14,(15) 10 
⑦ 平和と安全・安心社会の実現 5,(16) 4 
⑧ SDGs 実施推進の体制と手段 17 28 
*SDGs 目標のうち、( )内は「SDGs に高い関連を示し、かつ 2030 年までに社会的実現する科学技術トピック」では該当し
ない。 




 表 11 に、SDG アクションプラン 2020 の実施指針の「分野③成長市場の創出，地域活性化，科学技

































































































































表 12 に、SDG アクションプラン 2020 の実施指針の「分野④持続可能で強靭な国土と質の高いイン






















































































































































































③ 「分野⑧：SDGs 実施推進の体制と手段」に関連する科学技術トピック 
 表 13 に、SDG アクションプラン 2020 の実施指針の「分野⑧SDGs 実施推進の体制と手段」に関連








































分析・試験・in situ モニタリング） 














































































「SDGs アクションプラン 2020」は、2030 年の SDGｓ目標の達成を目指す、今後 10 年間の日本の行
動計画である。SDGs アクションプランに資する科学技術トピックを特定するために、2030 年までに社会
的に実現する科学技術トピックを SDGs に関連の高い科学技術トピック 150 件から抽出したところ、66
件あることがわかった。 
これらの 2030 年までに社会的に実現すると予想された SDGs に関連の高い科学技術トピック（66 件）
は、SDGs アクションプラン 2020 の 8 分野のうち、「分野③成長市場の創出，地域活性化，科学技術イ
ノベーション」・「分野④持続可能で強靭な国土と質の高いインフラ整備」・「分野⑧SDGs 実施推進の
体制と手段」の3分野に多く含まれることが示された。3分野は、SDGs目標では目標2「飢餓をゼロに」・
































A) モビリティに関する科学技術 ＜法規制の整備＞ 
B) 広域に存在する社会基盤施設のモニタリング技術 ＜事業補助＞ 














3.3 新型コロナウイルス感染症対策に資する SDGs と関連の高い科学技術トピック 
（１）新型コロナウイルス感染症の発生による社会影響 
2019 年 12 月に中国の武漢で大流行し、その後世界中に感染拡大してパンデミックとなった新型コロ
ナウイルス感染症は、肺炎を引き起こすとインフルエンザよりも重篤化し、無症状や軽症の人からも感
染することが報告される新しいウイルス感染症である。そのため、欧米を始め多くの国の都市で都市封
鎖（ロックダウン）の措置がとられ、社会や経済に大きな影響を及ぼした。6 月 2 日現在、世界の感染者
数は 620 万人を超え、亡くなった人は 37 万人に達している。 
日本では 3 月後半から感染者数が急増し、5 月末までに感染者数は 1.6 万人を超え、亡くなった人




「SDGs アクションプラン 2020」の「②健康・長寿の達成」（表 10）において、「感染症対策等医療の研究
開発」があり、そのなかの「新興・再興感染症研究基盤創生事業」では国内外の感染症研究基盤の強
化や感染症の予防・診断・治療に資する基礎的研究を推進することが提示されている[3]。 







新型コロナウイルス感染症専門家会議からの提言（2020 年 5 月 1 日）を踏まえた、新型コロナウイル
ス感染症対策として、「一人ひとりの基本的感染対策」・「日常生活を営む上での基本的生活様式」・
「日常生活の各場面別の生活様式」・「働き方の新しいスタイル」の 4 項目を含む「新しい生活様式」が



















新しい生活様式に資する科学技術が、第 11 回科学技術予測調査（2019 年実施）の科学技術トピッ
クに含まれていると考え、SDGs と関連の高い科学技術トピック 150 件から抽出を試みた。その結果、表
14 に示すように 5 件の科学技術トピックが抽出できた。 







表 14 には、抽出した 5 件の科学技術トピックについて、社会的実現時期・重要度・国際競争力・関






























































































































































































































































































術 （重要度1.47、国際競争力0.78、関連の高い SDGs 目標：目標11）＜社会的実現にもっとも必要な
政策手段：法規制の整備＞ 
2. [都市・建築・土木・交通分野] 高齢者や視覚障がい者が安心して自由に行動できる情報を提供する














通信技術 （重要度1.42、国際競争力0.70、関連の高い SDGs 目標：目標9, 目標11）＜社会的実現に
もっとも必要な政策手段：事業環境整備＞ 
6. [ICT・アナリティクス・サービス分野] 重要インフラ、自動車などの制御システムや個人用 IoT 機器・サ
ービスに対し不正な侵入を防止する技術（不正な通信の実現確率を事実上無視できる程度に低減す




の高い SDGs 目標：目標17）＜社会的実現にもっとも必要な政策手段：事業補助＞ 
8. [マテリアル・デバイス・プロセス分野] ビーム技術（イオン、電子、レーザなど）、装置の制御技術およ
びセンサ技術の高度化による、オングストロームオーダーの超精密プロセス技術（加工・分析・試験・
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参考資料 1： SDGs 17 目標と 169 ターゲット  
注1. ＜ ＞内は SDGs17 目標のロゴに記載の文 
注2. 太字は科学技術トピックと 80%以上の関連度を示すもの 
 
目標 1. あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる 
＜貧困をなくそう＞ 
1.1  2030 年までに、現在 1 日 1.25 ドル未満で生活する人々と定義されている極度の貧困をあらゆる
場所で終わらせる。 
1.2  2030 年までに、各国定義によるあらゆる次元の貧困状態にある、すべての年齢の男性、女性、子ども
の割合を半減させる。  
1.3  各国において最低限の基準を含む適切な社会保護制度及び対策を実施し、2030 年までに貧困層
及び脆弱層に対し十分な保護を達成する。  












目標 2. 飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する 
＜飢餓をゼロに＞ 
2.1  2030 年までに、飢餓を撲滅し、すべての人々、特に貧困層及び幼児を含む脆弱な立場にある人々
が一年中安全かつ栄養のある食料を十分得られるようにする。  
2.2  5 歳未満の子どもの発育阻害や消耗性疾患について国際的に合意されたターゲットを 2025 年まで
に達成するなど、2030 年までにあらゆる形態の栄養不良を解消し、若年女子、妊婦・授乳婦及び高
齢者の栄養ニーズへの対処を行う。  
2.3  2030 年までに、土地、その他の生産資源や、投入財、知識、金融サービス、市場及び高付加価値化
や非農業雇用の機会への確実かつ平等なアクセスの確保などを通じて、女性、先住民、家族農家、
牧畜民及び漁業者をはじめとする小規模食料生産者の農業生産性及び所得を倍増させる。  
2.4  2030 年までに、生産性を向上させ、生産量を増やし、生態系を維持し、気候変動や極端な気象現象、
干ばつ、洪水及びその他の災害に対する適応能力を向上させ、漸進的に土地と土壌の質を改善さ
せるような、持続可能な食料生産システムを確保し、強靭（レジリエント）な農業を実践する。 















目標 3. あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する  
＜すべての人に健康と福祉を＞ 
3.1  2030 年までに、世界の妊産婦の死亡率を出生 10 万人当たり 70 人未満に削減する。  
3.2  すべての国が新生児死亡率を少なくとも出生 1,000 件中 12 件以下まで減らし、5 歳以下死亡率を
少なくとも出生 1,000 件中 25 件以下まで減らすことを目指し、2030 年までに、新生児及び 5 歳
未満児の予防可能な死亡を根絶する。  
3.3  2030 年までに、エイズ、結核、マラリア及び顧みられない熱帯病といった伝染病を根絶するとともに肝
炎、水系感染症及びその他の感染症に対処する。 
3.4  2030 年までに、非感染性疾患による若年死亡率を、予防や治療を通じて 3 分の 1 減少させ、精
神保健及び福祉を促進する。  
3.5  薬物乱用やアルコールの有害な摂取を含む、物質乱用の防止・治療を強化する。  
3.6  2020 年までに、世界の道路交通事故による死傷者を半減させる。  





3.9  2030 年までに、有害化学物質、ならびに大気、水質及び土壌の汚染による死亡及び疾病の件数を
大幅に減少させる。 















目標 4 . すべての人々への、包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する  
＜質の高い教育をみんなに＞ 
4.1  2030 年までに、すべての女児及び男児が、適切かつ効果的な学習成果をもたらす、無償かつ公正
で質の高い初等教育及び中等教育を修了できるようにする。  
4.2  2030 年までに、すべての女児及び男児が、質の高い乳幼児の発達支援、ケア及び就学前教育にア
クセスすることにより、初等教育を受ける準備が整うようにする。  
4.3  2030 年までに、すべての女性及び男性が、手頃な価格で質の高い技術教育、職業教育及び大学を
含む高等教育への平等なアクセスを得られるようにする。  
4.4  2030 年までに、技術的・職業的スキルなど、雇用、働きがいのある人間らしい仕事 及び起業に必要
な技能を備えた若者と成人の割合を大幅に増加させる。  
4.5  2030 年までに、教育におけるジェンダー格差を無くし、障害者、先住民及び脆弱な立場にある子ども
など、脆弱層があらゆるレベルの教育や職業訓練に平等にアクセスできるようにする。 
4.6  2030 年までに、すべての若者及び大多数（男女ともに）の成人が、読み書き能力及び基本的計算能
力を身に付けられるようにする。  






4.b  2020 年までに、開発途上国、特に後発開発途上国及び小島嶼開発途上国、ならびにアフリカ諸国
を対象とした、職業訓練、情報通信技術（ICT）、技術・工学・科学プログラムなど、先進国及びその他
の開発途上国における高等教育の奨学金の件数を全世界で大幅に増加させる。  
4.c  2030 年までに、開発途上国、特に後発開発途上国及び小島嶼開発途上国における教員養成のた
めの国際協力などを通じて、資格を持つ教員の数を大幅に増加させる。 
 
目標 5 . ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児のエンパワーメントを行う 
＜ジェンダー平等を実現しよう＞ 
5.1  あらゆる場所におけるすべての女性及び女児に対するあらゆる形態の差別を撤廃する。 
5.2  人身売買や性的、その他の種類の搾取など、すべての女性及び女児に対する、公共・私的空間にお
けるあらゆる形態の暴力を排除する。  















目標 6. すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する  
＜安全な水とトイレを世界中に＞ 
6.1  2030 年までに、すべての人々の、安全で安価な飲料水の普遍的かつ平等なアクセスを達成する。  
6.2  2030 年までに、すべての人々の、適切かつ平等な下水施設・衛生施設へのアクセスを達成し、野外
での排泄をなくす。女性及び女子、ならびに脆弱な立場にある人々のニーズに特に注意を向ける。  
6.3  2030 年までに、汚染の減少、投棄廃絶と有害な化学物質や物質の放出の最小化、未処理の排水の
割合半減及び再生利用と安全な再利用の世界的規模での大幅な増加させることにより、水質を改善
する。  
6.4  2030 年までに、全セクターにおいて水の利用効率を大幅に改善し、淡水の持続可能な採取及び供
給を確保し水不足に対処するとともに、水不足に悩む人々の数を大幅に減少させる。  
6.5  2030 年までに、国境を越えた適切な協力を含む、あらゆるレベルでの統合水資源管理を実施する。  
6.6  2020 年までに、山地、森林、湿地、河川、帯水層、湖沼などの水に関連する生態系の 
保護・回復を行う。  
6.a  2030 年までに、集水、海水淡水化、水の効率的利用、排水処理、リサイクル・再利用技術など、開発
途上国における水と衛生分野での活動や計画を対象とした国際協力と能力構築支援を拡大する。  
6.b  水と衛生に関わる分野の管理向上への地域コミュニティの参加を支援・強化する。  
 
目標 7. すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保する  
＜エネルギーをみんなにそしてクリーンに＞ 
7.1  2030 年までに、安価かつ信頼できる現代的エネルギーサービスへの普遍的アクセスを確保する。  
7.2  2030 年までに、世界のエネルギーミックスにおける再生可能エネルギーの割合を大幅に拡大させ
る。  
7.3  2030 年までに、世界全体のエネルギー効率の改善率を倍増させる。  
7.a  2030 年までに、再生可能エネルギー、エネルギー効率及び先進的かつ環境負荷の低い化石燃料
技術などのクリーンエネルギーの研究及び技術へのアクセスを促進するための国際協力を強化し、
エネルギー関連インフラとクリーンエネルギー技術への投資を促進する。  















8.4  2030 年までに、世界の消費と生産における資源効率を漸進的に改善させ、先進国主導の下、持続
可能な消費と生産に関する 10 カ年計画枠組みに従い、経済成長と環境悪化の分断を図る。 
8.5  2030 年までに、若者や障害者を含むすべての女性及び男性の、完全かつ生産的な雇用及び働きが
いのある人間らしい仕事、ならびに同一労働同一賃金を達成する。  












8.b  2020 年までに、若年雇用のための世界的戦略及び国際労働機関（ILO）の仕事に関する世界協定
の実施を展開・運用化する。  
 










9.4  2030 年までに、資源利用効率の向上とクリーン技術及び環境に配慮した技術・産業プロセスの導入
拡大を通じたインフラ改良や産業改善により、持続可能性を向上させる。すべての国々は各国の能
力に応じた取組を行う。  










9.c  後発開発途上国において情報通信技術へのアクセスを大幅に向上させ、2020 年までに普遍的かつ
安価なインターネット・アクセスを提供できるよう図る。  
 
目標 10. 各国内及び各国間の不平等を是正する  
＜人や国の不平等をなくそう＞ 
10.1  2030 年までに、各国の所得下位 40%の所得成長率について、国内平均を上回る数値を漸進的に
達成し、持続させる。  




10.4  税制、賃金、社会保障政策をはじめとする政策を導入し、平等の拡大を漸進的に達成する。  










10.c  2030 年までに、移住労働者による送金コストを 3%未満に引き下げ、コストが 5%を越える送金経路
を撤廃する。  
 
目標 11. 包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する  
＜住み続けられるまちづくりを＞ 
11.1  2030 年までに、すべての人々の、適切、安全かつ安価な住宅及び基本的サービスへのアクセスを
確保し、スラムを改善する。  
11.2  2030 年までに、脆弱な立場にある人々、女性、子ども、障害者及び高齢者のニーズに特に配慮し、
公共交通機関の拡大などを通じた交通の安全性改善により、すべての人々に、安全かつ安価で容
易に利用できる、持続可能な輸送システムへのアクセスを提供する。  
11.3  2030 年までに、包摂的かつ持続可能な都市化を促進し、すべての国々の参加型、包摂的かつ持
続可能な人間居住計画・管理の能力を強化する。  
11.4  世界の文化遺産及び自然遺産の保護・保全の努力を強化する。  
11.5  2030 年までに、貧困層及び脆弱な立場にある人々の保護に焦点をあてながら、水関連災害などの
災害による死者や被災者数を大幅に削減し、世界の国内総生産比で直接的経済損失を大幅に減
らす。  
11.6  2030 年までに、大気の質及び一般並びにその他の廃棄物の管理に特別な注意を払うことによるも
のを含め、都市の一人当たりの環境上の悪影響を軽減する。  






11.b  2020 年までに、包含、資源効率、気候変動の緩和と適応、災害に対する強靱さ（レジリエンス）を目
指す総合的政策及び計画を導入・実施した都市及び人間居住地の件数を大幅に増加させ、仙台




目標 12. 持続可能な生産消費形態を確保する  
＜つくる責任つかう責任＞ 
12.1  開発途上国の開発状況や能力を勘案しつつ、持続可能な消費と生産に関する 10 年計画枠組み
（10YFP）を実施し、先進国主導の下、すべての国々が対策を講じる。 
12.2  2030 年までに天然資源の持続可能な管理及び効率的な利用を達成する。  
12.3  2030 年までに小売・消費レベルにおける世界全体の一人当たりの食料の廃棄を半減させ、収穫後
損失などの生産・サプライチェーンにおける食料の損失を減少させる。  
12.4  2020 年までに、合意された国際的な枠組みに従い、製品ライフサイクルを通じ、環境上適正な化学
物資やすべての廃棄物の管理を実現し、人の健康や環境への悪影響を最小化するため、化学物
質や廃棄物の大気、水、土壌への放出を大幅に削減する。  




12.7  国内の政策や優先事項に従って持続可能な公共調達の慣行を促進する。  











目標 13. 気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる 
＜気候変動に具体的な対策を＞   
13.1  すべての国々において、気候関連災害や自然災害に対する強靱性（レジリエンス）及び適応力を強
化する。  













目標 14. 持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する  
＜海の豊かさを守ろう＞ 
14.1  2025 年までに、海洋堆積物や富栄養化を含む、特に陸上活動による汚染など、あらゆる種類の海
洋汚染を防止し、大幅に削減する。  
14.2  2020 年までに、海洋及び沿岸の生態系に関する重大な悪影響を回避するため、強靱性（レジリエ
ンス）の強化などによる持続的な管理と保護を行い、健全で生産的な海洋を実現するため、海洋及
び沿岸の生態系の回復のための取組を行う。  
14.3  あらゆるレベルでの科学的協力の促進などを通じて、海洋酸性化の影響を最小限化し、対処する。  
14.4   水産資源を、実現可能な最短期間で少なくとも各資源の生物学的特性によって定められる最大持
続生産量のレベルまで回復させるため、2020 年までに、漁獲を効果的に規制し、過剰漁業や違
法・無報告・無規制（IUU）漁業及び破壊的な漁業慣行を終了し、科学的な管理計画を実施する。  
14.5  2020 年までに、国内法及び国際法に則り、最大限入手可能な科学情報に基づいて、少なくとも沿
岸域及び海域の 10 パーセントを保全する。  
14.6   開発途上国及び後発開発途上国に対する適切かつ効果的な、特別かつ異なる待遇が、世界貿易
機関（WTO）漁業補助金交渉の不可分の要素であるべきことを認識した上で、2020 年までに、過剰
漁獲能力や過剰漁獲につながる漁業補助金を禁止し、違法・無報告・無規制（IUU）漁業につなが
る補助金を撤廃し、同様の新たな補助金の導入を 抑制する。  






14.b  小規模・沿岸零細漁業者に対し、海洋資源及び市場へのアクセスを提供する。  




目標 15. 陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠 
化への対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する  
＜陸の豊かさも守ろう＞ 




15.2  2020 年までに、あらゆる種類の森林の持続可能な経営の実施を促進し、森林減少を阻止し、劣化
した森林を回復し、世界全体で新規植林及び再植林を大幅に増加させる。  
15.3  2030 年までに、砂漠化に対処し、砂漠化、干ばつ及び洪水の影響を受けた土地などの劣化した土
地と土壌を回復し、土地劣化に荷担しない世界の達成に尽力する。  
15.4  2030 年までに持続可能な開発に不可欠な便益をもたらす山地生態系の能力を強化するため、生
物多様性を含む山地生態系の保全を確実に行う。  






15.8  2020 年までに、外来種の侵入を防止するとともに、これらの種による陸域・海洋生態系への影響を
大幅に減少させるための対策を導入し、さらに優先種の駆除または根絶を行う。  













16.1  あらゆる場所において、すべての形態の暴力及び暴力に関連する死亡率を大幅に減少させる。  
16.2  子どもに対する虐待、搾取、取引及びあらゆる形態の暴力及び拷問を撲滅する。  
16.3  国家及び国際的なレベルでの法の支配を促進し、すべての人々に司法への平等なアクセスを提供
する。  
16.4  2030 年までに、違法な資金及び武器の取引を大幅に減少させ、奪われた財産の回復及び返還を
強化し、あらゆる形態の組織犯罪を根絶する。  
16.5  あらゆる形態の汚職や贈賄を大幅に減少させる。  
16.6  あらゆるレベルにおいて、有効で説明責任のある透明性の高い公共機関を発展させる。  
16.7  あらゆるレベルにおいて、対応的、包摂的、参加型及び代表的な意思決定を確保する。  
16.8  グローバル・ガバナンス機関への開発途上国の参加を拡大・強化する。  
16.9  2030 年までに、すべての人々に出生登録を含む法的な身分証明を提供する。  














17.2  先進国は、 開発途上国に対する ODA を GNI 比 0.7%に、 後発開発途上国に対する ODA を 
GNI 比 0.15～0.20%にするという目標を達成するとの多くの国によるコミットメントを含む ODA に係
るコミットメントを完全に実施する。ODA 供与国が、少なくとも GNI 比 0.20%の ODA を後発開発
途上国に供与するという目標の設定を検討することを奨励する。  



















17.10  ドーハ・ラウンド（DDA）交渉の結果を含めた WTO の下での普遍的でルールに基づいた、差別的
でない、公平な多角的貿易体制を促進する。  









17.13  政策協調や政策の首尾一貫性などを通じて、世界的なマクロ経済の安定を促進する。 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Sustainable Development Goals (SDGs)への寄
与に関する解析を実現する理論・技術 









の、生産性と QoW (Quality of Work)の向上の両
方を実現する技術・制度 



















































































































































































術（加工・分析・試験・in situ モニタリング） 





































































































































































































































































































































































































































































参考資料 3： SDGs と高関連（80%以上）の第 11 回科学技術予測調査科学技術トピックの 2030 年ま
で  
の社会的実現に必要な政策手段 





























67% 70% 64% 51% 34% 23% 22% 3% 
2 健康・医療・
生命科学 










































































































































































































































ビーイングと Sustainable Development 
Goals (SDGs)への寄与に関する解析を実
現する理論・技術 







た状況下での、生産性と QoW (Quality of 
Work)の向上の両方を実現する技術・制
度 


































































































































































































































































者が 1Tbps 級のネットワークを通して 10
エクサフロップスを超えるスーパーコンピ
ュータで利用できる環境の構築 

























59% 57% 57% 43% 35% 55% 49% 6% 
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